


日　程

9:40	 開会　　

9:45	 挨拶　国際 IC 日本協会　会長　藤田 幸久

9:50	 挨拶　国際 IC 推進議員連盟会長
	 元外務大臣、元文部大臣
	 参議院議員　中曽根 弘文

9:55	 難民を助ける会　活動紹介

10:00	 基調講演（逐次通訳）
	 セルギー・コルスンスキー
	 駐日ウクライナ特命全権大使
	 「What Japanese citizens and the world can learn from Ukraine」
	 日本人と、世界が、ウクライナから学ぶこと

11:30	 ランチタイム（休憩）

13:00	 ウクライナ関連交流会報告

13:15	 参加者からの個人シェアリング
	 	 テーマ：「心の開国」

14:30	 静かな時間とシェアリング
	 	 小人数のグループディスカッション

15:30	 全体セッション

16:00	 クロージング
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『⼼の開国』
ウクライナを通して⾒る⽇本
〜まず、知ること。そして、考える〜

難難⺠⺠をを助助けけるる会会
活活動動紹紹介介

相⾺雪⾹*国際IC⽇本協会元会⻑が、1979年に
「難⺠を助ける会」を創設した際のスローガンは
「インドシナ難⺠⽀援を通して、
⽇本⼈の『⼼の開国』をしましょう」でした。

令和の時代になりましたが、私たちは、
『⼼の開国』をなしとげているでしょうか？
普段の⽣活からは少し離れて、
今、世界で起こっていることを知り、学び、
私たちも『⼼の開国』を考える時間をもってみては
いかがでしょうか。

*相⾺雪⾹（1912〜2008） 「憲政の⽗」尾崎⾏雄の三⼥

2



『⼼の開国』
ウクライナを通して⾒る⽇本
〜まず、知ること。そして、考える〜

難難⺠⺠をを助助けけるる会会
活活動動紹紹介介

相⾺雪⾹*国際IC⽇本協会元会⻑が、1979年に
「難⺠を助ける会」を創設した際のスローガンは
「インドシナ難⺠⽀援を通して、
⽇本⼈の『⼼の開国』をしましょう」でした。

令和の時代になりましたが、私たちは、
『⼼の開国』をなしとげているでしょうか？
普段の⽣活からは少し離れて、
今、世界で起こっていることを知り、学び、
私たちも『⼼の開国』を考える時間をもってみては
いかがでしょうか。

*相⾺雪⾹（1912〜2008） 「憲政の⽗」尾崎⾏雄の三⼥

3



⽇⽇本本⼈⼈とと世世界界がが、、ウウククラライイナナかからら学学ぶぶこことと
セルギー・コルスンスキー駐⽇ウクライナ特命全権⼤使

【講演抄録】

独⽴当時は、独⽴を脅かすような脅威やリスクは⾒当たらず、軍隊
を削減し、核兵器を放棄し、先端技術を⽤いた航空戦⼒も廃棄した。
今はその軍⽤機を、ロシアがウクライナへの攻撃に使っている。

2014年にロシアは、ウクライナからの挑発など何もないのに、ク
リミア半島を占領しドネツク州とルガンスク州の⼀部を占領した。
つまり、ウクライナにとって、戦争が始まったのは今年の2⽉24⽇
ではなく、8年前の2014年2⽉26⽇だった。必ず奪還する。

LLeessssoonn１１ ここれれままでで作作りり上上げげたたももののはは破破壊壊さされれたた

ロシア軍から奪還した後の写真
に写っているのは、軍の施設で
はなく町⺠の住宅、学校、病院
などの⺠間の建物である。全て
が破壊されてしまった。

この街を奪還した後で、ウクラ
イナ軍が発⾒したのは数百⼈も
の町の⼈々のお墓だった。

LLeessssoonn２２ 愛愛すするる⼈⼈はは⼀⼀瞬瞬ににししてて殺殺さされれたた

インフラが破壊されることは、最も悲惨なこととは⾔えない。⼀番
悲惨で⾟いことは、⼈が殺されること。ロシア軍は、ウクライナの
⺠間⼈を数万⼈も殺している。武器を持たず、普通の⽣活を送って
いた⼈々を。何故、ロシア軍はウクライナの⺠間⼈を殺しているの
か。その答えはただ1つ、ロシアの敵だから。

上の左の写真の男性は、毎⽇お
墓参りに来る。お墓に⼊ってい
るのは、彼の息⼦夫婦とその2⼈
の⼦供（彼にとっては孫）を含
む家族。⼦ども2⼈は、まだ⼩さ
な幼児だった。

LLeessssoonn33 ⼤⼤切切ななももののはは⼀⼀瞬瞬ににししてて消消ええ去去っったた

ロシア軍がウクライナに対して、この8か⽉間で打ち込んだミサイ
ルの数は4,500発前後。近代史における1つの戦争で、使われたこと
がない量である。

左の写真はリゾート地にあった
ホテル。右側は、ウクライナ製
の世界最⼤かつ唯⼀のムリーア
という輸送機。内部の広さは、
サッカー場にも喩えられるほど
の広さで、この⾶⾏機が⾶⾏場
に着陸する際には、⾒物客が集まっていた。2⽉27⽇に本拠地とす
る⾶⾏場で駐機していたところを、ロシア軍に破壊された。

ロシアは、軍事施設しか狙って
いないと主張するが、現実は全
く違う。おしゃれなワインのお
店が、破壊されている。
このお店が軍事施設だろうか？

•

ああななたたががここれれままでで⼤⼤事事ににししててききたたももののをを守守るる⽅⽅法法がが分分かかららなないいなならら、、
愛愛しし、、⼤⼤切切ににすするるここととでですす。。

ロシアで起きていること。
第2次⼤戦当時の軍服を着て、
⺟親が⾚ちゃん連れでパレード
に参加している。

多数の⾞で混雑している道路。
ロシアとジョージアとの国境近く
左下は⼈で溢れる空港の様⼦。
プーチンが発表した動員令から逃れようとする⼈々である。
右下は、戦争反対の運動を⼀⼈で⾏っていた⼥性。

結果的に、プーチンは30万⼈の兵⼠を動員できた。その動員兵た
ちは、訓練を受けず武器も渡されずにウクライナとの最前線に置か
れている。毎⽇戦死するロシア兵の数は1,000⼈位と⾔われている。

LLeessssoonn44 北北朝朝鮮鮮ととロロシシアアのの⾏⾏動動ににはは、、直直接接的的なな関関係係ががああるる。。
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参参加加者者かかららのの個個⼈⼈シシェェアアリリンンググ テテーーママ「「⼼⼼のの開開国国」」

佐々⽊ 淳

⼼の開国の原点として、2001年第53回⽇⽶
学⽣会議に参加した経験。⽇本での開催年で
あったので、京都、広島、沖縄、東京で⾏わ
れた。⾃分は沖縄でのコーディネートを
⾏った。

沖縄では、基地を⾒たり戦跡を訪ねたりしつつ、⽇・⽶・沖の学⽣
によるフォーラムを開催した。その中で、沖縄の将来について提⾔
を⾏った。防衛⼤学の学⽣が、戦争は⾃分も怖い、それをなくすた
めに研究しつくす、と⾔い放ったことがとても印象深い。

沖縄には「イチャリバチョーデー」という⾔葉があり、「出会えば
兄弟」という意味だそうだ。⾔い換えれば「出会わなければ他⼈」
ということでもある。
会って話をすることが「⼼の開国」につながる。

成 豪哲

「開国」というと、ペリーの⿊船が思い浮か
ぶが、これは外圧による開国だった。
「⼼の開国」というと外圧では難しいのでは
ないか。

弁護⼠として考えることだが、法的解決の⽅法としての和解には
「⼼の開国」が必要だと思う。例えば、相続の問題で親族間の諍い
を治めるには「⼼の開国」による和解が必要だ。和解に⾄るために
は、タイミングが⼤事だし、さらに相⼿の気持ちや考え⽅を理解す
ることも⼤事。このためには「⼼の開国」が必要となる。

吉⽥美穂⼦さんのコメント
⾃分も弁護⼠として思うのだが、確かに和解の際には「⼼の開国」
が必要となる。ただ、裁判では外圧も必要で、例えば当事者ではな
い中⽴的な裁判官の存在はそれに当たるのではないか。国際間の紛
争でも国連や国際機関の存在が必要となると思う。

ググルルーーププデディィススカカッッシショョンンののシシェェアアリリンンググ

 ⽇本⼈のスタイルとして、個⼈攻撃を控えて相⼿に遠慮しつつ
コミュニケーションを⾏うという点は、決して悪いことではな
いが、それが悪く出ると組織や⼈間関係の硬直性などに繋がる
こともある。
⽇本⼈が⾃分の良い点、悪い点を知ることは⼤事。⼀⼈ひとり
が考えていけば、私たちの社会にも影響が及ぶのではないか。

 和解とか歩み寄りということが話題に上ったが、これらは我慢
や妥協ということにもつながるものであり、これが度を超すと
「⾓突き合わせる」ようなことにもなるのではないか。
過剰な我慢や妥協ということを避けるためには、お互いの信義
を⼤切にして譲り合うことが⼤事。皆で出会うことを⼤切にし
たい。
そうした経験を重ねる中で、たとえ⼩さな事であっても⾃分で
できることを⾒つけ、実⾏していくことを⼼掛けたい。

 ウクライナの現況、他の紛争国の状況などが話題となった。
普段から国の備えを積極的に⾏っておくことが必要ではないか。
他国の⼈々からは、⽇本への期待を強く感じ、これは本当に嬉
しく有難いことだ。

 常⽇頃からⅩデーに対して備えることが⼤事。国のリーダーを
選ぶということは⾮常に⼤事だ。他国の歴史、⺠族、宗教や価
値観といったものを勉強することが必要で、争いを少なくする
ためには、広い視点、広い⼼を⾝につけること。

 「⼼の開国」の反対の意味の⾔葉は「鎖国」。
英語の辞書では「national isolation」とある。
「isolation」の和約は「隔離、孤⽴、絶縁」等。
相⾺雪⾹さんが提唱した「⼼の開国」は、「鎖国」よりはずっ
と良い効果をもたらすものだと思われるが、それではどのよう
な⼼情にあれば⼈は「⼼の開国」を⾏えるのだろうか。
「⼼の開国」を実現するためには、⾃分⾃⾝に⾃信があること
が必要なのではないか。

 今⽇の参加者には、10代、20代、30代という若い⼈が少ない
ようだ。知ってもらうためには、どうしたらよいか考えること
が⼤事だ。
ICの活動が鎖国になってしまってはいけない。
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な⼼情にあれば⼈は「⼼の開国」を⾏えるのだろうか。
「⼼の開国」を実現するためには、⾃分⾃⾝に⾃信があること
が必要なのではないか。

 今⽇の参加者には、10代、20代、30代という若い⼈が少ない
ようだ。知ってもらうためには、どうしたらよいか考えること
が⼤事だ。
ICの活動が鎖国になってしまってはいけない。
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